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京都家族職場例会 

次回のプログラム（12 月 7 日） 

アイハンド訪問はりきゅう治療院 

代表取締役社長 手島浩司 様 

第１２４６回 ２０２２年１１月１６日 例会記録 

点  鐘 河井会長 

ロータリーソング「奉仕の理想」 
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会長からひと言 

本日は東広島ロータリークラ

ブより山名征三様にお越しい

ただきました。お忙しい中誠に

ありがとうございます。後ほど

卓話をいただけるとの事です

ので、よろしくお願いします。 

 

 

2021-2022年度分 

ロータリー財団より 

バナーが届きました。 

 

年次総会一カ月前となりました。 

12 月 24 日クリスマス家族例会の前に、年次総会を開

催する予定になっておりますが、クラブ細則で年次総

会の１ヶ月前に年次総会の議長（会長）は、次年度役

員候補者の指名を求めることとなっております。 

候補者選定には２つの方法があり、若干の元会長と理

事、役員で構成する指名委員会で推薦する方法と、出

席者全員で推薦した方に承諾を得る方法があります。 

例年は、指名委員会で推薦する方法で行っております

が、今年度も同じ様に指名委員会で推薦する方法とさ

せていただいてもよろしいでしょうか。 

（全員一致の拍手で承認） 

理事会が指名委員会になりますので、12 月 14 日の理

事会で上程の承認を受け、年次総会にて皆さんのご審

議を賜りたいと思いますので、どうぞ宜しくお願い致

します。 

終わりになりますが、朝晩と冷え込み、とは言え日

中は暖かく、服装選びも難しい時季であります。体調

管理には十分お気を付けください。 

幹 事 報 告 

鶴田幸彦 副幹事 

《配 布 物》山名征三様プロフィール・週報1245号 

《回  覧》今後の例会出欠表 



卓 話 時 間 

  

 

医療法人社団ヤマナ会 会長  

 

仙石庭園 園主 山名 征三 様 

 

(東広島 RC会員) 

 

 

 私は、大学卒業後 20年間臨床医学者として大学に勤務。講師を最後に広島に出てきて、勤務医として 10年、

56歳で日本初のリウマチ・膠原病センターを立上げ、2000年には、広島生活習慣病・がん検診センターを併設。 

 ある契機で石のとりこになり、爾来二十有余年、石狂いの生活を始めた。出来上がったのが World best rock 

garden 仙石庭園である。2020 年、わが国初の庭石登録博物館、2022 年公益財団法人とし、未来永劫の命脈の

礎を築いた。本日はそれらのご紹介をいたします。 

 

1990年、バブルが弾け、田

舎で自前の庭を創ってい

た私に面白いように大量

の安価な石が入手できる

道が開かれたからである。 

 

玄関前の小庭造りの際、老庭師との庭園談義で「庭なんてもん

は造る人、造らせる人の感性で決まるものであって、特別の決

まりはありません。」この言葉が『私の造園の師』となった。 

 

 

私の作庭の流儀 

もともと庭園作りは好きで、仙石庭園の企画、設計、石組を含む

施行もほとんど私一人の考えでやってきた。図面はない。初めか

らこの広い土地があったわけではなく、逐次入手できた土地に私

の心の赴くままに石を据えてきたにすぎない。私の心の中で譲れ

ないことは、我が国に多数ある従前の庭園スタイルとは違ったも

のにしようということであった。造園業者の意見をあえて聞かなかったのは、私の想い描く空間を作りたかっ

たからだ。造園というのは感性の世界である。人の評価を気にして自分で納得できなければ何の価値もない。 

 

本格的な築庭はもちろん、石に関しても全くの素人の私が貴重な素材を使って

造園するに当たっては、当然試行錯誤の連続であった。しかも、従前のものと

異なる庭園となると殊更である。日常業務の合間を見つけては現場に行き、空

間を眺めては考え、考えては眺め、時にはどういう選択をするべきか方向性を

見失うこともしばしばであった。なぜならば、一旦据えられた巨石はその位置

に永遠に居座り、訴え続けるからである。しかし、その難しさが私を前へ前へ

と向かわせてくれたとも言える。岩自体、強烈な個性と力を秘めている。その

一個の石を正しく据えるだけでなく、三石、五石の組石を何か所も短時間でや

らなければならないのが組石作業だ。一旦据えれば簡単に変えられないのも組

石の難しさだ。また、そこにはその素材にふさわしい品格、芸術性も求められ

る。そうして初めて訪れる人々に感銘と驚きを与える空間となると考えている。



誰に教えられたわけでもなく、私は三段階を踏むようになった。まず広い空間を俯瞰し、心の中にイメージを

作る。その際重要なことは、その場の周辺部と借景である。第二段階として手持ちの素材を墨書し、それらを

現場に運び込みあらかたの配置をする。そのまま数週間ワイヤーを付けたまま放置し、幾度となく眺め、与え

られた素材の良さを活かせるようイメージを絞り込み、一気呵成に組石を仕上げていった。 

 

2011年夏に、やっと入手した土地に本庭園の目玉である仙石半島富士の造成に

かかった。富士山はなぜ美しいのか。古来その稜線の美しさ、裾野の伸びやか

さにあると言われている。私はその再現を試み、制約のある土地で、可能な限

りのものが出来たと自負している。麓には富士五湖にちなんで、仙石湖に豊か

な水を貯え、石を出来る限り少なくして、広がりを楽しめる空間とした。 

 

2013年近隣の方より、100本近い伸びやかな紅葉をいただく機会に恵まれ、上段

の庭に紅葉園の原型を作った。同じ頃、市当局に長年申請を出して保留にされて

いた農業用倉庫の建築許可が下りた。1年間農家になり、作物を納付した結果で

ある。早速神石殿の造営にかかった。遡ること 5年（2012年）、岡山県新見市

近くの 1000年の歴史を誇る日尾山八幡神社の御神木 6本を伐採するという話が

私に持ち込まれた。ただちにチームを組み、石庭に関わった猛者連の助けを得て、

無事切り出し、生皮を丁寧に剥ぎ、巨木ゆえ、製材には徳島の業者にお願いし、

巨大な丸太、柱、3cm厚の杉板を作り、保管し

ていた。これらを用いて平成の御代には珍し

い、総杉造りの巨木神石殿が完成した。 

 

建物ができて間もなく、仙石庭園最奥の山が入手できた。私は以前よりこの

斜面に滝を作れば庭園の完成度が上がるとの思いを抱き続けていた。我が国

には色石の間を流れ落ちる滝はない。早速四国西条を中心に石を集め、約 200

トンを運ばせ、私の手持ちの石を合わせ 350トン～400トンの石を使って、

高さ 15mの虹の大滝が完成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



美しい石はどうしてできるのか 

石は火山活動でできる。庭で使う美しい石はそれらから二次的に派生したものが多い。堆積岩、変成岩、生物

岩（チャート）。仙石庭園はこれらのオンパレードの場である。 

・花崗岩、流紋岩（火山岩）・堆積岩・変成岩・生物岩（チャート）・珪花木（オパール） 

 

石・岩・岩石、呼び方は違っても、全ての地球の表層部、地殻を構成している堅い無機物質です。太陽系の誕

生、そして太陽の周りを公転しながら回っていた大小の粒子状物質（隕石など）がぶつかりあって、だんだん

と大きくなったのが地球だと考えられています。 

ぶつかり合った時に生じた熱がその物質を溶かし、地球の初期状態は、

マグマオーシャン（マグマの海）と呼ばれる高熱の物質で覆われてい

ました。次第にぶつかってくる粒子も少なくなって、温度が下がり、

含まれていた水素や二酸化炭素などの発揮成分が蒸発、原始大気がで

きて雨が降り、海ができ、地球が冷えはじめて鉱物の結晶ができはじ

めます。結晶した鉱物が集合体を作る – 火成岩の誕生です。 

太陽の熱、大気、水などによる風化作用や浸食作用で分解された火成

岩のかけらや粒子は、堆積する場所まで運ばれ、堆積岩となる。 

地球深部では高温・高圧の物質が流動していることが分かっています。

地球深部のマグマが流動して地球浅部に上がってくると、その周囲に

あった火成岩、堆積岩などが高温・高圧の影響を受けて変化します。

変成岩の誕生です。岩石は、右の図のような循環システムによって、

それぞれの形成に至る環境変化の歴史を持っている。 

 

 

 

 

 

 

 

石庭造りの過程で石から多くのことを教えられた 

◆ 石はいかなる天変地異においても何食わぬ姿で鎮座している。石に対する尊敬と畏れ。 

◆ 森羅万象が凝縮された岩の前には、人間はかげろうのような存在。 

◆ 日本の磐座信仰など、石に神が宿るという考えは世界共通。 

◆ 宗教世界では、神が人を創り賜うたという。地球上から人がいなくなっても神は存在するのだろうか。 

       人智の結晶、神仏は人とともにある。石は地球の一部、宇宙とともにある。 

◆ 窓前に美しく品格のある一石があれば、高士を友とする必要はない。石は賢人の象徴。 

◆ 花は人の心を風流にするが、刹那の存在。石は人の心を泰然とさせ、安定へと導く。 

私 の 夢 

人生は一場の夢ともいう。それに贖って、World best rock garden 仙石庭園を造営。 

◆ ２０２０年１２月我国オンリーワンにして最初の『庭石登録ミュージアム』の認証を文化庁より得る。 

◆ ２０２２年１月公益財団法人の認証を総務省より授かった。 

１００年先、５００年先、１０００年先の仙石庭園の在り様が楽しみだ。 

このような機会を与えてくださりありがとうございました。 

World best rock garden 仙石庭園へぜひご来園ください。 

 


